
２０２２年度（令和４年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

神辺学区まちづくり推進委員会 委員長 松本 正志 

  (問合せ先) ０８４－９６３－４０５０（神辺交流館） 

事業内容 

（１）環境啓発推進事業   交流館美化活動（6 月 25 日・11 月 13 日・1 月 15 日） 

              花一杯運動（6 月 19 日・11 月 20 日） 

              高屋川空き缶拾い（11 月 6 日）  

（２）安全・防火・防災事業 子ども見守り活動（通年） 

              防火活動（通年） 

              避難・消火栓訓練（11 月 27 日） 

              出初式バケツリレー（1 月 8 日） 

（３）青少年育成・教育事業 青少年非行防止活動（通年） 

              子ども育成活動（4 月～10 月） 

              チャレンジ 100ｍ活動（2 月 26 日） 

              人権啓発推進活動（11 月 12 日～12 月 20 日） 

              学びの広場活動（9 月 10 日・11 月 13 日・ 

12 月 28 日・1 月 13 日） 

（４）地域交流活性化事業  ふれあいまつり（11 月 12 日・13 日） 

              とんど祭り（1 月 15 日） 

              多目的広場運営管理活動（通年） 

（５）文化・芸能啓発事業  福山城築城 400 年企画事業（通年） 

              地域遺産フォーラム（3 月 19 日） 

              二上り踊り保存活動 

（10 月 9 日・11 月 27 日） 

（６）スポーツ振興事業   小学生駅伝大会（12 月 11 日） 

              まちづくり GG 交歓大会 

（6 月 12 日・10 月 16 日） 

（７）コミュニティ育成事業 各自治会内活動（通年） 

（８）まちづくり推進運営事業 総務広報（通年） 

 

成 果 
・本年度も新型コロナウイルス感染症予防のため，多くの事業が中止となったが，前向きに進んでいる。 

・協働のまちづくり事業を行うことで，問題点の共有化と資金の効率的な運用により，地域の問題解決と

活性化を図るために，意識を高めることができた。 

課 題 
・新型コロナウイルス感染を不安視し，参加者が減少すると，地域交流の衰退につながる恐れが心配される。 

課題解決にむけて 
・開催事業がマンネリ化の傾向にあるので，若い人の意見を取り入れ，また役員に加わってもらい，若い

人たちが参加したくなるような事業を計画したい。 

出初式バケツリレー 

とんど祭り 

地域遺産フォーラム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

福山城築城４００年企画事業 

～神辺本陣・廉塾と神辺宿～ 

★ホームページの作成   ★ドローンによる空撮 

★動画作成        ★神辺宿まちなみ探訪 

★神辺宿まちなみ講演会  ★古民家リノベ工事現場見学会 

★廉塾バラ普及 

ドローンによる空撮 神辺宿まちなみ探訪 

神辺宿まちなみ講演会 古民家リノベ工事現場見学会 

廉塾バラ普及 廉塾バラ普及 

【成果】 ・長期にわたり継続した事業を展開することにより，改めて神辺宿を認識しても

らえた。まちなみ講演会と併せ，古民家リノベ見学により，「守りたい・残し

たい神辺宿」を認識してもらえた。 

【課題】 ・高齢化が進み，古民家での生活が困難となり，取り壊され“まちなみ”が消え

ようとしている大きな課題に取り組む必要がある。 


